
覚
盛
願
経
『
梵
網
経
』
下
巻
初
探

船
山

徹

唐
招
提
寺
中
興
祖
の
覚
盛
（
一
一
九
四
〜
一
二
四
九
）
が
晩
年
の
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
に
書
写
し
た
覚
盛
願
経
に
『
四
分
律
』『
梵
網

経
』『
法
華
経
』
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
生
活
規
則
『
梵
網
経
』

最
古
の
形
と
発
展
の
歴
史
』（
二
〇
一
七
）
を
上
梓
す
る
機
に
恵
ま
れ
、
木
版
大
蔵
経
の
成
立
以
前
に
作
ら
れ
た
『
梵
網
経
』
早
期
写
本
の
う

ち
、
我
が
国
の
写
本
と
し
て
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
天
平
勝
宝
九
歳
写
本
（
七
五
七
年
、
下
巻
の
み
）
と
東
京
国
立
博
物
館
蔵
法
隆
寺
旧
蔵
写

本
（
九
世
紀
頃
）
を
重
視
し
、
前
者
の
『
梵
網
経
』
下
巻
全
体
の
録
文
を
示
し
た
。
本
稿
は
小
著
執
筆
中
に
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
、
も
う
一

つ
重
要
な
、
覚
盛
願
経
『
梵
網
経
』
下
巻
の
写
本
系
統
を
『
梵
網
経
』
早
期
伝
播
史
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

小
論
は
望
月
信
亨
（
一
九
四
六
）
及
び
以
後
の
文
献
研
究
に
基
づ
く
文
献
学
的
写
本
研
究
で
あ
り
、
覚
盛
の
思
想
史
的
意
義
を
正
面
か
ら

論
ず
る
も
の
で
は
な
い
が
、
石
田
瑞
麿
（
一
九
五
四
）・
上
田
霊
城
（
一
九
七
五
）・
蓑
輪
顕
量
（
一
九
九
八
）・
細
川
涼
一
（
二
〇
〇
三
）
を
始

め
と
す
る
鎌
倉
期
戒
律
復
興
の
優
れ
た
研
究
と
何
ら
か
の
形
で
聊
か
で
も
関
連
あ
ら
ん
こ
と
を
願
う
。

本
稿
を
執
筆
す
る
に
当
た
り
、
覚
盛
願
経
『
梵
網
経
』
を
実
見
す
る
機
会
を
与
え
て
下
さ
り
、
重
要
な
写
本
を
主
題
と
す
る
論
文
を
草
す

る
こ
と
を
御
認
め
下
さ
っ
た
律
宗
管
長
唐
招
提
寺
八
十
八
世
長
老
西
山
明
彦
師
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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一

覚
盛
願
経
『
梵
網
経
』
下
巻
の
概
観

覚
盛
願
経
は
鎌
倉
時
代
の
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
に
書
写
さ
れ
、『
四
分
戒
本
』
一
帖
、『
梵
網
経
』
二
帖
、『
法
華
経
』
十
帖
が
現
存
す

る
。『
梵
網
経
』
下
巻
は
一
行
十
七
文
字
の
粘
葉
装
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
特
徴
を
、
文
字
の
特
徴
と
内
容
の
特
徴
の
二
面
か
ら
概
観
す
る
。

写
本
の
文
字
に
見
ら
れ
る
特
徴

下
巻
の
全
体
に
認
め
ら
れ
る
写
本
の
文
字
の
特
徴
と
し
て
、
以
下
の
五
点
を
挙
げ
得
る
。

第
一
に
写
本
は
墨
書
さ
れ
、
朱
筆
の
書
き
込
み
・
訓
点
・
日
本
語
の
発
音
を
示
す
仮
名
表
記
・
欄
外
書
き
込
み
の
類
い
は
な
い
。

第
二
に
文
字
の
訂
正
法
に
特
徴
が
あ
る
。
本
写
本
に
は
文
字
の
削
除
と
語
順
の
入
れ
替
え
を
「
□
◦
□
□
□✓

□
」
の
よ
う
に
「
◦
」
で
挿

入
を
、「
✓
」
で
削
除
を
指
示
す
る
例
が
二
箇
所
に
あ
る
。
順
に
次
の
通
り
。

覚
盛
原
文
「
汝
諸
仏
転
◦
所
説
与
一
切
衆
生
我✓

開
心
地
道
」

↓

訂
正
後
「
汝
諸
仏
、
転
我
所
説
、
与
一
切
衆
生
開
心
地
道
」

覚
盛
原
文
「
而
反
更
助
惡
人
邪
見
◦
謗
是
人✓

菩
薩
波
羅
夷
罪
」
↓

訂
正
後
「
而
反
更
助
惡
人
・
邪
見
人
謗
、
是
菩
薩
波
羅
夷
罪
」

両
例
と
も
訂
正
は
一
行
十
七
字
に
収
ま
り
、
欄﹅

外﹅

に﹅

施﹅

し﹅

た﹅

訂﹅

正﹅

で﹅

な﹅

い﹅

こ
と
は
、
覚
盛
自
身
が
書
写
中
に
気
づ
き
、
改
め
た
こ
と
を
示
す
。

同
様
の
修
正
が
覚
盛
以
前
の
中
国
・
日
本
に
あ
る
か
ど
う
か
、
筆
者
に
は
定
か
で
な
い
が
、
本
写
本
の
特
徴
と
し
て
と
も
か
く
注
目
さ
れ
る
。

第
三
に
、
文
字
表
記
を
統
一
す
る
傾
向
を
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
「
蓮
華
」
と
「
蓮
花
」
の
よ
う
に
「
華
」
と
「
花
」
は
意
味
を
変
え
ず

に
交
替
可
能
な
字
で
あ
る
が
、
本
写
本
の
場
合
は
表
記
を
「
華
」
で
統
一
し
、「
花
」
を
用
い
な
い
。

第
四
に
、
上
記
第
三
と
は
対
蹠
的
に
、
幾
つ
か
の
字
に
は
異
体
字
も
用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
無
」
と
「
无
」
の
併
用
は
諸
経
の
木
版
大

蔵
経
本
や
写
本
の
一
部
に
確
認
で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
本
写
本
に
も
現
れ
る
。
本
写
本
に
は
さ
ら
に
「
禮
」「
礼
」（
第
四
十
軽
戒
）、

「
光
」「
灮
」（
巻
下
冒
頭
）、「
煞
」「
殺
」（
第
一
波
羅
夷
、
第
四
十
軽
戒
）
の
併
用
が
見
ら
れ
る
。

第
五
に
、
若
干
の
誤
字
を
含
む
。
一
種
は
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
記
で
あ
り
、「
天
王
宮﹅

」
を
「
天
王
空﹅

」
と
書
き
誤
る
例
が
下
巻
冒
頭
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に
あ
る
。
も
う
一
種
は
日
本
語
で
同
音
の
別
字
に
よ
る
誤
記
で
あ
り
、「
好
事﹅

」
を
「
好
自﹅

」
と
書
き
誤
る
例
が
第
七
波
羅
夷
に
あ
る
。

内
容
の
特
徴

内
容
的
特
徴
は
三
種
あ
る
。
第
一
に
、
覚
盛
本
は
二
巻
よ
り
成
る
。『
梵
網
経
』
は
上
巻
に
十
発
趣
心
・
十
長
養
心
・
十

金
剛
心
・
十
地
の
四
十
位
の
菩
薩
修
行
段
階
を
説
く
。
下
巻
は
菩
薩
の
守
る
べ
き
戒
律
と
し
て
十
波
羅
夷
（
重
罪
）
と
四
十
八
軽
戒
（
軽
垢

戒
、
軽
度
の
違
反
）
か
ら
成
る
十
重
四
十
八
軽
戒
の
戒
条
を
説
く
。
中
国
・
日
本
で
重
視
さ
れ
た
の
は
専
ら
下
巻
で
あ
る
。『
梵
網
経
』
は
漢

訳
経
典
で
な
く
、
中
国
で
編
纂
さ
れ
た
（
望
月
一
九
四
六
、
船
山
二
〇
一
七
の
第
四
章
）。
船
山
（
二
〇
一
一
）
に
詳
説
し
た
よ
う
に
、
上
下
両

巻
は
同
時
成
立
で
な
く
、
ま
ず
下
巻
が
四
五
〇
〜
四
八
〇
年
頃
の
間
に
成
立
し
た
後
、
下
巻
と
は
別
の
撰
者
が
上
巻
を
付
加

下
限
は
法

経
等
撰
『
衆
経
目
録
』
の
成
立
し
た
隋
の
開
皇
十
四
年
（
五
九
四
）

し
た
と
み
な
す
べ
き
証
拠
が
複
数
あ
る
。

第
二
の
特
徴
は
下
巻
末
尾
に
見
ら
れ
る
。
覚
盛
願
経
の
経
文
は
次
の
通
り
。

尒
時
釋
迦
牟
尼
佛
、
説
上
蓮
華
臺
藏
世
界
盧
舍
那
佛
「
心
地
法
門
品
」
中
「
十
無
盡
戒
法
品
」
竟
、
千
百
億
釋
迦
亦
如
是
説
、
從
摩
醯

首
羅
天
王
宮
至
此
道
樹
下
、
十
住
處
説
法
品
、
爲
一
切
菩
薩
不
可
説
大
衆
、
受
持
・
讀
誦
・
解
説
其
義
亦
如
是
、
千
百
億
世
界
蓮
華
藏

世
界
微
塵
世
界
一
切
佛
心
藏
・
地
藏
・
戒
藏
・
無
量
行
願
藏
・
因
果
佛
性
常
住
藏
・
如
如
一
切
佛
説
无
量
一
切
法
藏
竟
、
千
百
億
世
界

中
一
切
衆
生
受
持
、
歡
喜
奉
行
、
若
廣
開
心
地
相
相
、
如
「
佛
華
光
王
七
行
品
」
中
説
。

梵
網
經
盧
舍
那
佛
説
菩
薩
心
地
品
卷
下

『
梵
網
経
』
写
本
・
版
本
・
注
釈
の
多
く
は
、「
仏
華
光
王
七
行
品
」
或
い
は
対
応
す
る
品
名
に
言
及
し
た
後
、「
明
人
忍
慧
強
」
の
句
で
始

ま
り
「
疾
得
成
仏
道
」
の
句
で
終
わ
る
五
言
四
句
の
十
四
偈
が
続
き
、
最
後
に
尾
題
を
記
す
が
、
覚
盛
本
は
こ
の
十
四
偈
を
欠
く
。

こ
の
点
を
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
て
お
こ
う
。
覚
盛
以
前
の
全
資
料
を
網
羅
的
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
主
な
も
の
に
限
っ
て
整

理
す
る
と
次
の
よ
う
に
言
え
る
。
す
な
わ
ち
下
巻
末
尾
十
四
偈
を
有
す
る
も
の
が
大
半
な
の
に
対
し
、
十
四
偈
を
含
ま
な
い
写
本
の
数
は
限

ら
れ
る
。
年
代
は
下
る
が
、
木
版
本
の
う
ち
十
四
偈
を
有
さ
な
い
最
古
の
も
の
は
高
麗
蔵
初
雕
本
（
十
二
世
紀
）
で
あ
る
。
一
方
、
注
釈
に

目
を
転
じ
、
十
四
偈
の
文
言
を
注
釈
に
含
め
な
い
も
の
を
年
代
順
に
列
挙
す
る
と
、
智
顗
説
・
灌
頂
記
『
菩
薩
戒
義
疏
』、
新
羅
の
義
寂

覚盛願経『梵網経』下巻初探
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『
菩
薩
戒
本
疏
』
の
疏
に
引
用
す
る
経
文
（
次
節
略
号
「
義
寂
疏
経
」、
七
世
紀
中
葉
〜
八
世
紀
初
頭
）、
唐
の
法
蔵
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』（
七

世
紀
末
〜
八
世
紀
初
頭
頃
）、
新
羅
の
太
賢
『
梵
網
経
古
迹
記
』（
八
世
紀
中
葉
か
）、
唐
の
明
曠
『
天
台
菩
薩
戒
疏
』（
成
書
七
七
七
年
）、
奈
良

の
善
珠
『
梵
網
経
略
疏
』（
八
世
紀
）、
唐
の
伝
奥
『
梵
網
経
記
』（
九
世
紀
か
）
が
あ
る
。
他
方
、
十
四
偈
を
注
釈
す
る
も
の
を
年
代
順
に
列

挙
す
る
と
、
北
宋
の
慧
因
『
梵
網
経
菩
薩
戒
注
』
と
北
宋
〜
南
宋
の
与
咸
『
梵
網
菩
薩
戒
経
疏
註
』
が
あ
る
（
注
釈
の
年
代
と
特
徴
に
つ
い
て

は
船
山
二
〇
一
七
、
一
九
〜
二
八
頁
「
主
な
注
釈
」
参
照
）。
慧
因
と
与
咸
は
年
代
が
下
る
か
ら
、
写
本
に
お
け
る
十
四
偈
の
有
無
を
も
合
わ
せ

て
勘
案
す
る
と
、『
梵
網
経
』
の
よ
り
早
期
の
形
は
下
巻
末
尾
十
四
偈
を
持
た
ず
、
あ
る
程
度
後
に
十
四
偈
が
遅
れ
て
付
加
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
。
も
し
こ
の
想
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
覚
盛
本
が
末
尾
十
四
偈
を
欠
く
こ
と
は
、『
梵
網
経
』
の
諸
本
形
成
過
程
に
お
け
る
、
よ
り

古
い
伝
統
を
示
す
早
期
の
一
例
と
し
て
意
義
深
い
。

末
尾
十
四
偈
を
注
釈
す
る
か
否
か
は
、
当
該
注
釈
が
そ
の
十
四
偈
を
『
梵
網
経
』
の
本
文
に
含
め
て
い
た
か
否
か
と
い
う
問
題
と
直
結
す

る
。
十
四
偈
の
う
ち
、
第
十
三
・
十
四
偈
は
、「
此
れ
は
是
れ
仏
の
行
処
、
聖
主
の
称
歎
す
る
所
な
り
。
我
已
に
随
順
し
て
説
け
り
。
福
徳

の
無
量
聚
を
ば
、
迴
ら
し
て
以
て
衆
生
に
施
し
、
共
に
一
切
智
に
向
か
わ
ん
。
願
わ
く
は
是
の
法
を
聞
く
者
、
疾
か
に
仏
道
を
成
ず
る
を
得

ん
こ
と
を
」（
原
文
「
此
是
佛
行
處
、
聖
主
所
稱
歎
。
我
已
随
順
説
、
福
徳
無
量
聚
、
迴
以
施
衆
生
、
共
向
一
切
智
。
願
聞
是
法
者
、
疾
得
成
佛
道
」）
と

あ
り
、
第
十
三
偈
中
に
仏
を
指
す
「
聖
主
」
に
言
及
す
る
「
我
」
は
、
仏
と
は
別
人
で
あ
る
。
こ
の
偈
は
『
梵
網
経
』
の
本
文
と
区
別
す
べ

き
第
三
者
の
作
っ
た
偈
（
伝
統
的
に
は
漢
訳
者
鳩
摩
羅
什
の
作
っ
た
偈
と
み
な
さ
れ
る
）
と
す
る
説
を
、
唐
の
慧
因
『
梵
網
経
菩
薩
戒
注
』
や
宋

の
与
咸
『
菩
薩
戒
本
疏
』
は
明
記
す
る
（
そ
の
原
文
は
船
山
二
〇
一
七
、
四
二
〇
頁
参
照
）。

第
三
に
、
以
前
よ
り
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
二
系
統
す
な
わ
ち
『
梵
網
経
』
の
系
統
を
古
い
系
統
と
新
し
い
系
統
に
大
別
す
る
際
に
注
目

す
べ
き
字
句
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
れ
は
十
重
四
十
八
軽
戒
の
う
ち
の
十
重
す
な
わ
ち
十
種
の
波
羅
夷
罪
に
共
通
し
て
現
れ
る
。

第
一
波
羅
夷
（
殺
戒
）
を
元
に
説
明
す
る
と
、『
梵
網
経
』
諸
本
と
諸
注
釈
よ
り
分
か
る
第
一
波
羅
夷
の
最
古
形
の
条
文
は
次
の
通
り
。

〔
最
古
形

原
文
〕
佛
告
佛
子
、
若
自
殺
、
教
人
殺
、
方
便
讚
歎
殺
、
見
作
隨
喜
、
乃
至
呪
殺
、
殺
業﹅

・
殺
法﹅

・
殺
因﹅

・
殺
縁﹅

。
乃
至

一
切
有
命
者
、
不
得
故
殺
。
是
菩
薩
應
起
常
住
慈
悲
心
・
孝
順
心
、
方
便
救
護
、
而
自
恣
心
快
意
殺
生
、
是
菩
薩
波
羅
夷
罪
。
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〔
最
古
形

和
訳
〕
仏
は
仏
子
に
告
げ
た
。

も
し
自
ら
の
手
で
〔
生
き
物
を
〕
殺
し
、
他
人
に
殺
す
よ
う
教
唆
し
、
手
立
て
を
講

じ
て
殺
し
を
褒
め
称
え
、〔
他
人
が
殺
し
を
〕
す
る
の
を
見
て
そ
れ
を
喜
び
、
果
て
は
呪
い
殺
す
に
及
ぶ
ま
で
の
こ
と
を
す
れ
ば
、
殺

し
と
い
う
行﹅

為﹅

と
、
殺
し
の
方﹅

法﹅

、
殺
し
の
直﹅

接﹅

的﹅

原﹅

因﹅

、
殺
し
の
間﹅

接﹅

的﹅

原﹅

因﹅

が
〔
成
立
す
る
〕。
命
あ
る
す
べ
て
の
も
の
に
至
る

ま
で
、
意
図
的
に
殺
し
て
は
な
ら
な
い
。
菩
薩
と
い
う
も
の
は
常
に
慈
悲
心
、
敬
愛
し
遵
守
す
る
心
を
起
こ
し
、
手
立
て
を
講
じ
て

〔
生
き
物
を
〕
救
護
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
か
え
っ
て
逆
に
自
分
の
勝
手
な
思
い
か
ら
喜
ん
で
生
き
物
を
殺
す
な
ら
ば
、
菩
薩
の
波
羅

夷
罪
で
あ
る
。

（
さ
ら
に
船
山
二
〇
一
七
、
二
九
二
〜
二
九
三
頁
の
和
訳
と
注
も
参
照
)

こ
こ
に
「
殺
業﹅

・
殺
法﹅

・
殺
因﹅

・
殺
縁﹅

」
の
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
比
較
の
た
め
覚
盛
本
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
。

〔
覚
盛
本

原
文
〕
若
佛
子
、
若
自
殺
、
教
人
殺
、
方
便
煞
、
讚
歎
煞
、
見
作
隨
喜
、
乃
至
呪
煞
、
煞
因﹅

・
煞
縁﹅

・
煞
法﹅

・
煞
業﹅

。
乃

至
一
切
有
命
者
、
不
得
故
煞
。
是
菩
薩
應
起
常
住
慈
悲
心
・
孝
順
心
、
方
便
救
護
、
而
反
更
自
恣
心
快
意
煞
生
、
是
菩
薩
波
羅
夷
罪
。

〔
覚
盛
本

和
訳
〕
仏
子
よ
、
も
し
自
ら
の
手
で
〔
生
き
物
を
〕
殺
し
、
他
人
に
殺
す
よ
う
教
唆
し
、
手
立
て
を
講
じ
て
殺
し
、
殺
害

を
褒
め
称
え
、〔
他
人
が
殺
し
を
〕
す
る
の
を
見
て
そ
れ
を
喜
び
、
果
て
は
呪
い
殺
す
に
及
ぶ
ま
で
の
こ
と
を
す
れ
ば
、
殺
し
の
直﹅

接﹅

的﹅

原﹅

因﹅

と
、
殺
し
の
間﹅

接﹅

的﹅

原﹅

因﹅

、
殺
し
の
方﹅

法﹅

、
殺
し
と
い
う
行﹅

為﹅

が
〔
成
立
す
る
〕。（
下
略
）

最
古
形
の
「
〜
業﹅

・
〜
法﹅

・
〜
因﹅

・
〜
縁﹅

」
の
語
順
と
異
な
り
、
覚
盛
本
は
「
〜
因﹅

・
〜
縁﹅

・
〜
法﹅

・
〜
業﹅

」
の
語
順
で
あ
る
。
こ
の
語
順

は
条
文
の
内
容
に
深
刻
な
相
違
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
表
記
形
式
に
関
す
る
相
違
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
こ
の

相
違
に
気
づ
き
論
文
（
二
〇
一
一
）
を
書
い
て
よ
り
以
来
、
様
々
な
写
本
や
注
釈
を
継
続
的
に
精
査
し
て
い
る
が
、
今
に
至
る
ま
で
一
見
些

末
に
見
え
る
こ
の
相
違
が
『
梵
網
経
』
諸
本
を
古
型
α
と
新
型
β
に
大
別
す
る
決
め
手
に
な
る
と
い
う
仮
説
を
否
定
す
る
原
資
料
は
な
く
、

逆
に
仮
説
の
確
実
性
が
益
々
高
ま
っ
て
い
る
。
細
か
な
こ
と
を
言
え
ば
、
十
波
羅
夷
の
う
ち
、
古
型
α
は
第
一
・
第
二
波
羅
夷
と
第
三
〜
第

十
波
羅
夷
の
語
順
表
記
が
異
な
る
の
に
対
し
、
新
型
β
は
十
波
羅
夷
に
一
貫
し
て
同
じ
語
順
表
記
を
用
い
る
。
年
代
は
、
新
型
β
の
登
場
は

西
暦
七
〇
〇
年
前
後
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
す
原
資
料
は
八
世
紀
初
頭
頃
の
房
山
石
経
唐
刻
本
『
梵
網
経
』
及
び
相
前
後
す
る
時
代
に
撰
述
さ

れ
た
法
蔵
（
六
四
三
〜
七
一
二
）
の
注
釈
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
以
前
に
新
型
β
が
存
在
し
た
形
跡
は
な
い
。
七
〇
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古
型
α
（
西
暦
七
〇
〇
年
以
前
よ
り
存
在
）

新
型
β
（
西
暦
七
〇
〇
年
前
後
に
発
生
し
、
後
に
優
勢
化
）

〜
業
〜
法
〜
因
〜
縁
（
第
一
波
羅
夷
と
第
二
波
羅
夷
の
み
）

〜
因
〜
業
〜
法
〜
縁
（
第
三
波
羅
夷
か
ら
第
十
波
羅
夷
）

〜
因
〜
縁
〜
法
〜
業
（
第
一
波
羅
夷
か
ら
第
十
波
羅
夷
す
べ
て
）

〇
年
頃
を
境
に
、
そ
れ
以
後
の
時
代
に
新
型
β
の
経
本
と
注
釈
が
作
成
さ
れ
始
め
た
一
方
で
、
古
型
α
の
経
本
も
消
失
す
る
こ
と
な
く
存
続

し
た
。
つ
ま
り
七
〇
〇
年
頃
よ
り
以
前
は
古
型
α
の
み
が
存
在
し
、
以
後
に
は
古
型
α
と
新
型
β
が
共
存
し
つ
つ
、
新
型
β
が
よ
り
優
勢
化

す
る
時
代
と
な
っ
た
（
船
山
二
〇
一
七
、
二
〇
〜
二
一
頁
、
四
九
四
〜
四
九
五
頁
）。

二

対
校
本

覚
盛
本
の
も
つ
特
徴
を
さ
ら
に
解
明
す
る
た
め
、
覚
盛
本
と
そ
れ
以
前
の
諸
本
の
文
字
の
共
通
性
と
相
違
性
に
注
目
し
、
覚
盛
本
を
『
梵

網
経
』
諸
本
形
成
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
み
た
い
。
ま
ず
そ
の
作
業
の
基
礎
と
し
て
、
覚
盛
本
と
文
字
を
対
校
す
る
際
に
有
益
な
資
料
と
し

て
使
用
す
べ
き
諸
本
を
列
挙
し
、
年
代
そ
の
他
を
略
述
す
る
。
覚
盛
本
の
特
徴
を
知
る
た
め
に
対
校
本
と
し
て
用
い
る
十
八
種
を
大﹅

凡﹅

の﹅

年﹅

代﹅

順﹅

に
排
列
す
る
と
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
十
八
種
の
う
ち
「
金
蔵
」「
思
渓
」「
毘
盧
」「
麗
初
」「
麗
再
」
は
各
々
の
大
蔵
経
に
収
め
る

『
梵
網
経
』
を
指
す
。
大
蔵
経
史
の
詳
細
に
つ
い
て
は
竺
沙
（
二
〇
〇
〇
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
略
称
）

（
説
明

書
名
、
所
蔵
者
、
年
代
、
研
究
、
古
型
α
・
新
型
β
の
別
、
一
行
字
数
な
ど
）

北
京

中
国
国
家
図
書
館
蔵
敦
煌
寫
本
「
梵
網
経
盧
舎
那
仏
説
菩
薩
心
地
品
第
十
下
」（
擬
題
）
BD
01972.2号
。
中
国
国
家
図

書
館
（
編
）・
任
継
愈
（
主
編
）『
中
国
国
家
図
書
館
敦
煌
遺
書
』
第
二
十
七
冊
、
北
京
・
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇

六
、
二
七
八
〜
二
八
六
頁
。〔
原
文
〕
船
山
（
二
〇
一
七
、
三
三
〜
二
七
三
頁
）。
首
尾
欠
。
七
〜
八
世
紀
頃
（『
中
国
国
家
図

216

第一部 鎌倉復興篇



書
館
敦
煌
遺
書
』
第
二
十
七
冊
、
附
録
目
録
一
二
〜
一
三
頁
に
依
る
）。
古
型
α
。
一
行
十
七
字
。

北
京
＊

北
京
本
の
欄
外
補
正
。「
北
京
」
以
後
で
あ
る
以
外
の
正
確
な
年
代
は
不
明
。
古
型
α
。

中
村

中
村
不
折
（
一
八
六
六
〜
一
九
四
三
）
旧
蔵
本
。
東
京
・
書
道
博
物
館
蔵
。
首
欠
。
尾
題
『
梵
網
経
心
地
品
第
十
下
巻
』。

〔
原
文
〕
磯
部
彰
（
編
）『
台
東
区
立
書
道
博
物
館
所
蔵
中
村
不
折
旧
蔵
禹
域
墨
書
集
成
』
全
三
冊
、
東
京
・
二
玄
社
、
二

〇
〇
五
、
巻
上
、
二
七
二
〜
二
七
七
頁
。
船
山
（
二
〇
一
七
、
三
三
〜
二
七
三
頁
「『
梵
網
経
』
下
巻
の
本
文
―
―
最
古
形
と
後

代
の
書
換
え
」）。
本
写
本
は
尾
題
後
に
武
成
二
年
（
五
六
〇
）
の
紀
年
を
有
す
る
が
、
別
筆
で
あ
る
な
ど
幾
つ
か
の
問
題
が

残
る
（
Funayam
a
2015:8
n.17）。
古
型
α
。
一
行
十
七
字
。

中
村
＊

中
村
本
の
欄
外
補
正
。「
中
村
」
以
後
で
あ
る
以
外
の
正
確
な
年
代
は
不
明
。
古
型
α
。

天
平

天
平
勝
宝
九
歳
書
写
『
梵
網
経
盧
舍
那
仏
説
菩
薩
心
地
本
第
十
下
巻
』。
京
都
国
立
博
物
館
蔵
。
奈
良
写
本
。
跋
文
紀
年

「
天
平
勝
宝
九
歳
（
七
五
七
）
三
月
廿
五
日
」。
重
要
文
化
財
。〔
原
文
〕
船
山
（
二
〇
一
七
、
三
三
〜
二
七
三
頁
「『
梵
網
経
』

下
巻
の
本
文

最
古
形
と
後
代
の
書
換
え
」、
四
二
五
〜
四
五
六
頁
「
京
都
国
立
博
物
館
蔵

天
平
勝
宝
九
歳
写
本
の
録
文
」）。

〔
研
究
〕
船
山
（
二
〇
一
〇
）、
廣
岡
（
二
〇
一
六
）。
古
型
α
。
一
行
十
七
字
。

天
平
＊

天
平
本
の
欄
外
補
正
。「
天
平
」
以
後
で
あ
る
以
外
の
正
確
な
年
代
は
不
明
。〔
研
究
〕
船
山
（
二
〇
一
〇
、
一
九
一
〜
一
九

二
頁
）。
新
型
β
。

房
山

房
山
石
刻
唐
刻
梵
網
経
。
八
世
紀
初
頭
〜
中
葉
頃
。〔
原
文
〕
中
国
仏
教
協
会
・
中
国
仏
教
図
書
文
物
館
（
編
）『
房
山
石

経
、
隋
唐
刻
経
2
』、
北
京
・
華
夏
出
版
社
、
七
一
号
、
四
七
九
〜
四
八
一
頁
。
船
山
（
二
〇
一
七
、
三
三
〜
二
七
三
頁
）。

年
代
は
確
定
で
き
な
い
が
、
唐
の
長
安
年
間
（
七
〇
一
〜
八
〇
五
）
頃
と
す
る
説
が
あ
る
（
船
山
二
〇
一
〇
、
一
八
一
頁
）。

新
型
β
。

義
寂
疏
経

義
寂
『
梵
網
経
本
疏
』
の
疏
中
に
先
行
し
て
排
列
さ
れ
る
「
梵
網
経
」
の
経
文
。
本
来
は
義
寂
疏
に
別
人
が
付
加
し
た
経

文
。〔
原
文
〕
義
寂
『
菩
薩
戒
本
疏
』
三
巻
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
（
以
下
「
大
正
蔵
」
と
略
記
）
巻
四
十
、
一
八
一
四
号
。
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本
疏
大
正
蔵
本
は
経
文
の
引
用
と
義
寂
の
疏
を
節
毎
に
区
切
っ
て
示
す
が
、
本
来
、
疏
は
経
文
の
引
用
を
含
ま
ず
、
疏
の

二
大
系
統
分
類
は
古
型
α
で
あ
る
の
に
対
し
、
分
節
毎
に
疏
に
先
行
し
て
引
用
さ
れ
る
経
文
（
＝
義
寂
経
文
）
は
新
型
β

（
船
山
二
〇
一
〇
、
一
九
四
〜
一
九
五
頁
）。
義
寂
経
文
は
さ
ら
に
後
代
に
付
さ
れ
た
。

善
珠
疏
経

善
珠
（
七
二
三
〜
九
七
）『
梵
網
経
略
疏
』
四
巻
の
疏
文
に
引
用
さ
れ
る
「
梵
網
経
」
の
経
文
。『
日
本
大
蔵
経
』
律
蔵
部

大
乗
律
章
疏
一
、
一
〜
九
一
頁
。『
日
本
大
蔵
経
』
に
収
め
る
『
梵
網
経
略
疏
』
は
本
来
の
善
珠
疏
と
後
代
に
付
加
し
た

経
文
の
会
本
で
あ
る
。
経
文
（
＝
善
珠
経
疏
）
は
新
型
β
で
あ
る
の
に
対
し
、
善
珠
疏
は
古
型
α
。

善
珠
経
文

善
珠
『
梵
網
経
略
疏
』
四
巻
（
巻
上
本
・
巻
上
末
・
巻
下
本
・
巻
下
末
、
一
名
『
梵
網
経
略
抄
』）
の
疏
文
に
先
行
し
て
排
列
さ

れ
る
「
梵
網
経
」
の
経
文
。
善
珠
疏
に
別
人
が
付
加
し
た
経
文
。
前
項
参
照
。

最
澄

最
澄
（
七
六
七
／
七
六
六
〜
八
二
二
）『
顕
戒
論
』
三
巻
に
引
用
さ
れ
る
「
梵
網
経
」
の
経
文
。〔
原
本
〕『
大
正
蔵
』
巻
七

十
四
、
二
三
七
六
号
。
弘
仁
一
一
年
（
八
二
〇
）
成
書
。

法
隆
寺

法
隆
寺
献
納
宝
物
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
紺
紙
金
字
梵
網
経
。
九
世
紀
平
安
写
本
。
重
要
文
化
財
。〔
原
文
〕「
ｅ
国

宝
」（
http://w
w
w
.em
useum
.jp/）。
船
山
（
二
〇
一
七
、
三
三
〜
二
七
三
頁
）。
新
型
β
。
一
行
十
七
字
。

麗
初

高
麗
蔵
初
雕
本
（
一
〇
一
一
頃
〜
一
〇
八
七
）『
梵
網
経
盧
舍
那
仏
説
菩
薩
心
地
品
第
十
〈
巻
下
〉』。
京
都
・
南
禅
寺
蔵
。

〔
原
文
〕『
高
麗
大
蔵
経
初
刻
本
輯
刊
第
二
十
冊
』、
西
南
師
範
大
学
出
版
社
・
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
二
、
四
三
二
〜
四

五
七
頁
。
船
山
（
二
〇
一
七
、
三
三
〜
二
七
三
頁
）。〔
研
究
〕
Funayam
a（
2015）、
船
山
（
二
〇
一
七
）。
古
型
α
。
一
行

十
四
字
。

毘
盧

毘
盧
経
＝
開
元
寺
版
（
福
建
省
福
州
市
）。『
仏
説
梵
網
経
巻
下
〈
九
〉
…
…
菩
薩
心
地
品
之
下
』。
尾
題
『
梵
網
経
巻
下
』。

〔
原
文
〕
船
山
（
二
〇
一
七
、
三
三
〜
二
七
三
頁
）
＝
『
大
正
蔵
』
校
勘
◯宮
本
。
古
型
α
。
一
行
十
七
字
。

金
蔵

金
蔵
広
勝
寺
本
（
一
一
四
九
〜
七
三
年
頃
）『
梵
網
経
盧
舍
那
仏
説
菩
薩
心
地
戒
品
第
十
〈
巻
下
〉』。〔
原
文
〕『
中
華
大
蔵

経
』
巻
二
十
四
所
収
、
五
七
五
号
。
新
型
β
。
一
行
十
四
字
。
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思
渓

思
渓
大
蔵
経
（
中
国
浙
江
省
湖
州
市
）。
筆
者
未
見
。
大
正
蔵
本
梵
網
経
の
脚
注
校
勘
「
◯宋
本
」
に
従
う
。『
縁
山
三
大
蔵

総
目
録
』「
其
宋
本
者
、
湖
州
路
思
溪
法
寶
寺
彫
刻
南
宋
理
宋
嘉
熈
三
年
（
一
二
三
九
）
版
也
」（『
昭
和
法
蔵
総
目
録
』
第
二

巻
・
一
頁
中
段
）
＝
『
大
正
蔵
』
梵
網
経
校
勘
◯宋
本
。
古
型
α
。
一
行
十
七
字
。

覚
盛

覚
盛
願
経
『
梵
網
経
』
下
巻
。
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
書
写
。
唐
招
提
寺
蔵
。
重
要
文
化
財
。
新
型
β
。
一
行
十
七
字
。

麗
再

高
麗
蔵
再
雕
本
（
一
二
三
六
〜
五
一
）『
梵
網
経
盧
舍
那
仏
説
菩
薩
心
地
戒
品
第
十
〈
巻
下
〉』。〔
原
文
〕
高
麗
大
蔵
経
五

二
七
号
。
船
山
（
二
〇
一
七
、
三
三
〜
二
七
三
頁
）
＝
『
大
正
蔵
』
本
文
。
新
型
β
。
一
行
十
四
字
。

元
亨

元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
七
月
筆
写
『
梵
網
経
盧
舍
那
仏
説
菩
薩
心
地
法
門
品
巻
十
』。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
Ｗ
Ａ
3

30
。〔
原
文
〕
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2540631）。
同
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
は
内
題
を
「
梵
網
経
盧
舎
那
仏
説
菩
薩
心
地
戒
品
巻
十
」
と
す
る
け
れ
ど
も
、
内
題
は
「
梵
網
経
盧
舎
那
仏
□説
□菩

薩
□心
□地
□法
□門
品
巻
十
」
と
判
読
で
き
る
。
尾
題
「
菩
薩
戒
本
経
」。
尾
題
後
に
「
元
亨
元
年
七
月

日

綱
維
鏡
誉
」

と
紀
年
さ
れ
る
。
下
巻
の
み
。
新
型
β
。
一
行
十
七
字
。

三

覚
盛
本
の
系
譜

前
節
の
基
礎
情
報
に
基
づ
い
て
覚
盛
写
本
の
系
譜
を
探
っ
て
み
た
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
本
来
は
「
覚
盛
」
す
べ
て
の
文
言
を
他
の
諸
本

と
比
較
し
た
上
で
系
譜
を
検
討
す
る
の
が
理
想
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
制
限
と
煩
を
避
け
る
理
由
か
ら
、
筆
者
が
下
巻
全
体
の
異
文
（
異
読
）

を
調
査
し
た
結
果
、
系
譜
の
特
徴
が
比
較
的
明
瞭
に
示
し
て
い
る
と
判
断
し
た
四
箇
所
に
限
っ
て
原
文
を
扱
う
も
の
と
す
る
。

【
資
料
一
】
第
四
十
一
軽
戒

第
一
の
資
料
は
、
十
重
四
十
八
軽
戒
の
第
四
十
一
軽
戒
で
あ
る
。
最
初
に
「
覚
盛
」
の
原
文
を
提
示
し
、

他
本
に
異
文
を
有
す
る
文
言
三
十
箇
所
を
傍
線
と
囲
み
数
字
で
示
し
、
数
字
の
順
に
異
文
を
示
す
。

覚盛願経『梵網経』下巻初探
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〔
覚
盛
〕
若
佛
子
、
教
化
人
起
信
心
時
、
菩
薩
與
他
人
作
教
戒
①
法
師
者
、
見
欲
受
戒
人
②
、
應
教
請
二
師
、
和
上
③
・
阿
闍
梨
。
二
師
應

問
言
、
汝
有
七
遮
罪
不
。
若
現
身
有
七
遮
④
、
師
不
應
與
受
戒
⑤
。
無
⑥
七
遮
者
、
得
受
⑦
。
若
有
犯
十
戒
者
、
應
教
⑧
懺
悔
、
在
佛
・
菩

薩
形
像
前
、
日
夜
⑨
六
時
、
誦
十
重
⑩
四
十
八
輕
戒
、
苦
到
礼
三
世
千
佛
、
得
見
好
相
⑪
。
若
一
七
日
・
二
三
七
日
⑫
、
乃
至
一
年
、
要
見

好
相
。
好
相
者
⑬
、
佛
來
摩
頂
、
見
光
華
⑭
・
種
種
異
相
、
便
得
滅
罪
。
若
無
好
相
、
雖
懺
無
益
。
是
人
⑮
現
身
亦
不
得
戒
、
而
得
増
受
戒

⑯
。
若
犯
四
十
八
輕
戒
者
、
對
首
懺
⑰
滅
罪
⑱
、
不
同
七
遮
。
而
教
戒
⑲
師
、
於
是
法
中
、
一
一
好
解
。
若
不
解
大
乘
經
律
、
若
輕
若
重
・

是
非
⑳
之
相
、
不
解
第
一
義
諦
・
習
種
性
・
長
養
性
・
不
可
壞
性
㉑
・
道
種
性
・
正
法
性
㉒
、
其
中
多
少
觀
行
・
出
入
十
禪
支
、
一
切
㉓
行

法
、
一
一
不
得
此
法
中
意
。
而
菩
薩
爲
利
養
故
㉔
、
爲
名
聞
㉕
故
、
惡
求
㉖
、
貪
利
弟
子
、
而
詐
㉗
現
解
一
切
經
律
㉘
、
是
自
欺
詐
、
亦
欺

詐
他
人
㉙
、
故
與
他
人
受
㉚
戒
者
、
犯
輕
垢
罪
。

（
和
訳
船
山
二
〇
一
七
、
三
一
七
〜
三
一
九
頁
参
照
)

①
「
戒
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
毘
盧
・
思
渓
、
覚
盛
・
元
亨
、「
誡
」
麗
初
・
金
蔵
・
麗
再
。
②
「
戒
人
」

北
京
・
中
村
・
天
平
・
最
澄
・
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
人
戒
」
房
山
。
③
「
上
」

北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
善
珠
疏
経
・
最
澄
・
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
尚
」
金
蔵
。

④
「
有
七
遮
」
房
山
・
北
京
＊
・
最
澄
・
天
平
＊
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
七
遮
」
北
京
・
中
村
・
天
平
、

「
有
七
遮
罪
者
」
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
。
⑤
「
不
應
與
受
戒
」
房
山
・
法
隆
寺
・
天
平
＊
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
覚
盛
・
麗

再
・
元
亨
、「
不
與
受
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
毘
盧
。
⑥
「
無
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
最
澄
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・

覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
若
無
」
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
。
⑦
「
得
受
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
最
澄
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
金
蔵
・
覚
盛
・
麗
再
・

元
亨
、「
得
與
受
戒
」
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
。
⑧
「
應
教
」
房
山
・
法
隆
寺
・
北
京
＊
・
天
平
＊
・
最
澄
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
金
蔵
・
覚

盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
教
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
毘
盧
・
思
渓
。
⑨
「
日
夜
」
天
平
・
房
山
・
法
隆
寺
・
最
澄
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
金
蔵
・
覚

盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
日
日
」
北
京
・
中
村
・
麗
初
。
⑩
「
十
重
」
房
山
・
法
隆
寺
・
北
京
＊
・
天
平
＊
・
最
澄
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
金
蔵
・
覚

盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
十
戒
」
中
村
・
天
平
・
毘
盧
・
思
渓
。
⑪
「
好
相
」
天
平
・
房
山
・
最
澄
・
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
金
蔵
・

覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
好
相
者
」
北
京
・
中
村
・
毘
盧
・
思
渓
。
⑫
「
二
三
七
日
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
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毘
盧
・
金
蔵
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
二
七
日
三
七
日
」
法
隆
寺
・
最
澄
。
⑬
「
好
相
者
」
天
平
・
房
山
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
金
蔵
・

覚
盛
・
麗
再
、「
相
者
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
法
隆
寺
・
毘
盧
・
元
亨
。
⑭
「
見
光
華
」
北
京
・
中
村
・
最
澄
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘

盧
・
思
渓
・
覚
盛
、「
見
光
花
」
房
山
、「
見
光
見
華
」
天
平
・
法
隆
寺
・
金
蔵
・
麗
再
、「
若
見
光
華
」
北
京
＊
・
天
平
＊
、「
若
見
光
花
」
元
亨
。
⑮

「
是
人
」
房
山
・
最
澄
・
法
隆
寺
・
北
京
＊
・
天
平
＊
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
是
」
北
京
・

中
村
・
天
平
。
⑯
「
増
受
戒
」
中
村
・
天
平
・
最
澄
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
金
蔵
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
増
受
」
善
珠
疏
経
、「
増
長
戒
」
北
京
、

「
増
益
戒
」
房
山
、「
増
長
受
戒
」
毘
盧
・
思
渓
、「
増
益
受
戒
」
法
隆
寺
、「
増
益
受
戒
善
」
麗
初
。
⑰
「
對
首
懺
」
最
澄
・
善
珠
経
文
・
金
蔵
・
思
渓
・

覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
對
手
懺
」
北
京
・
天
平
・
麗
初
・
毘
盧
、「
對
手
懺
悔
」
房
山
・
金
蔵
・
思
渓
・
麗
再
、「
對
首
懺
悔
」
義
寂
経
文
。
⑱
「
滅
罪
」

覚
盛
、「
罪
滅
」
北
京
・
天
平
・
最
澄
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
麗
再
・
元
亨
、「
滅
」
中
村
・
房
山
、「
罪
便
得
滅
」
法
隆
寺
・
義
寂

経
文
。
⑲
「
教
戒
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
思
渓
・
覚
盛
、「
教
誡
」
義
寂
経
文
・
金
蔵
・
麗
再
・
元
亨
。
⑳
「
是

非
」
中
村
・
天
平
・
房
山
・
最
澄
・
法
隆
寺
・
北
京
＊
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
是
非
是
非
」

北
京
。
㉑
「
不
可
壞
性
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
善
珠
疏
経
・
最
澄
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
金
蔵
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
性
種

性
不
可
壞
性
」
法
隆
寺
・
毘
盧
・
思
渓
。
㉒
「
道
種
性
正
法
性
」
天
平
・
房
山
・
最
澄
・
法
隆
寺
・
北
京
＊
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・

金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
元
亨
、「
道
性
正
性
」
北
京
・
中
村
、「
道
種
性
正
性
」
麗
再
。
善
珠
疏
経
「
道
種
姓マ

マ

」「
正
法
性
」。
㉓
「
一
切
」
北
京
・
中
村
･

天
平
・
房
山
・
最
澄
・
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
於
一
切
」
北
京
＊
。
㉔
「
爲
利
養

故
」
房
山
・
最
澄
・
法
隆
寺
・
天
平
＊
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
金
蔵
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
爲
利
養
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
麗
初
・
毘
盧
・
思

渓
。
㉕
「
爲
名
聞
」
北
京
・
天
平
・
房
山
・
最
澄
・
法
隆
寺
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
爲
名
聲
」
中
村
。
㉖
「
惡
求
」

北
京
・
中
村
・
天
平
・
最
澄
・
善
珠
経
文
・
毘
盧
・
思
渓
・
覚
盛
・
元
亨
、「
惡
求
多
求
」
房
山
・
法
隆
寺
・
北
京
＊
・
義
寂
経
文
・
麗
初
・
金
蔵
・
麗

再
。
㉗
「
詐
」
北
京
・
天
平
・
房
山
・
最
澄
・
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
作
」
中
村
。

㉘
「
經
律
」
房
山
・
最
澄
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
金
蔵
・
覚
盛
・
元
亨
、「
經
律
爲
供
養
故
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
法
隆
寺
・
麗
初
・
毘
盧
・
思

渓
・
麗
再
。
㉙
「
亦
欺
詐
他
人
」
房
山
・
最
澄
・
法
隆
寺
・
北
京
＊
・
天
平
＊
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗

再
・
元
亨
、「
欺
詐
他
人
」
北
京
・
中
村
・
天
平
。
㉚
「
故
與
他
人
受
」
房
山
・
覚
盛
、「
故
與
人
受
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
最
澄
・
法
隆
寺
・
善
珠
経

文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
麗
再
・
元
亨
、「
若
故
與
人
受
」
北
京
＊
、「
故
與
人
授
」
義
寂
経
文
。

覚盛願経『梵網経』下巻初探

221



右
に
示
し
た
異
文
三
十
箇
所
の
系
統
分
類
を
試
み
る
。
覚
盛
が
参
照
で
き
た
文
献
を
考
え
る
と
、「
北
京
」
と
「
中
村
」
は
中
国
に
存
在

し
た
以
上
、
覚
盛
は
自
ら
参
照
で
き
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
を
除
外
し
て
他
本
の
年
代
を
考
慮
す
る
と
、
異
文
全
三
十
箇
所

の
う
ち
、「
覚
盛
」
と
同
系
異
文
の
日
本
写
本
の
初
出
が
「
天
平
」
で
あ
る
も
の
が
十
八
箇
所
あ
る
（
①
②
③
⑥
⑦
⑨
⑪
⑫
⑬
⑯
⑲
⑳
㉑
㉒
㉓
㉕

㉖
㉗
）。
こ
の
よ
う
に
【
資
料
一
】
覚
盛
本
に
お
け
る
異
文
の
半
数
以
上
が
「
天
平
」
と
繫
が
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

他
の
十
二
箇
所
に
関
し
て
は
、「
法
隆
寺
」
は
「
覚
盛
」
と
不
一
致
の
場
合
が
多
い
の
で
検
討
か
ら
外
し
て
「
房
山
」「
最
澄
」「
天
平
＊
」

と
の
異
同
の
み
を
検
討
す
る
と
、「
房
山
」「
最
澄
」「
天
平
＊
」
の
三
が
「
覚
盛
」
と
一
致
す
る
場
合
が
六
箇
所
（
④
⑧
⑩
⑮
㉔
㉙
）、「
房

山
」「
天
平
＊
」
の
二
が
「
覚
盛
」
と
一
致
す
る
場
合
が
一
箇
所
（
⑤
）、「
房
山
」「
最
澄
」
の
二
が
「
覚
盛
」
と
一
致
す
る
場
合
が
一
箇
所

（
㉘
）、「
房
山
」
の
み
が
「
覚
盛
」
と
一
致
す
る
場
合
が
一
箇
所
（
㉚
）、「
最
澄
」
の
み
と
一
致
す
る
場
合
が
二
箇
所
（
⑭
⑰
）、「
房
山
」

「
最
澄
」「
天
平
＊
」
の
い
ず
れ
と
も
不
一
致
で
「
覚
盛
」
が
独
立
し
た
異
文
で
あ
る
場
合
が
一
箇
所
（
⑱
）
あ
る
。

異
文
の
系
統
分
類
は
以
上
の
よ
う
に
な
る
。
問
題
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
「
房
山
」
が
北
京
近
郊
の
房
山
に
石
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
日
本
に
伝
来
し
た
証
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
第
二
は
「
房
山
」「
最
澄
」「
天
平
＊
」
の
年
代
関
係
を
確
定
で
き
な
い
こ

と
で
あ
る
。
房
山
唐
刻
本
の
年
代
は
長
安
年
間
（
七
〇
一
〜
七
〇
五
）
頃
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
り
、「
最
澄
」
す
な
わ
ち
『
顕
戒
論
』
の
成

書
は
八
二
〇
年
で
あ
る
か
ら
両
者
の
前
後
関
係
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
、
七
五
七
年
の
「
天
平
」
の
欄
外
に
修
正
を
加
筆
し
た
「
天
平

＊
」
は
七
五
七
年
以
後
で
あ
る
の
は
確
実
で
あ
る
が
、「
最
澄
」
と
の
前
後
関
係
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
三
者
の
年
代
順

序
は
「
房
山
」
↓
「
最
澄
」
↓
「
天
平
＊
」
か
、「
房
山
」
↓
「
天
平
＊
」
↓
「
最
澄
」
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

【
資
料
二
】
第
二
十
三
軽
戒

資
料
一
と
同
様
に
第
二
十
三
軽
の
原
文
と
校
勘
二
十
箇
所
を
示
す
と
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

〔
覚
盛
〕
若
佛
子
、
佛
滅
度
後
、
欲
以
好
心
①
受
菩
薩
戒
時
、
於
佛
②
・
菩
薩
形
像
前
自
誓
受
戒
、
當
③
七
日
佛
前
懺
悔
、
得
見
好
相
、
便

得
戒
④
。
若
不
得
好
相
、
應
⑤
二
七
・
三
七
⑥
、
乃
至
一
年
、
要
得
好
相
。
得
好
相
已
、
便
得
佛
・
菩
薩
形
像
前
受
戒
⑦
。
若
不
得
好
相
、
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雖
佛
像
前
受
戒
、
不
名
⑧
得
戒
。
若
現
前
⑨
先
受
菩
薩
戒
法
師
前
受
戒
時
、
不
須
要
見
好
相
。
是
⑩
法
師
、
師
師
⑪
相
授
故
、
不
須
好
相
。

是
以
法
師
前
受
戒
、
即
得
戒
。
以
生
重
心
⑫
故
、
便
得
戒
。
若
千
里
内
無
能
授
⑬
戒
師
、
得
佛
・
菩
薩
形
像
前
受
得
戒
⑭
、
而
要
見
好
相
。

若
法
師
自
倚
⑮
解
經
律
⑯
・
大
乘
學
戒
、
與
國
王
・
太
⑰
子
・
百
官
以
爲
善
友
、
而
新
學
菩
薩
來
問
若
經
義
・
律
義
、
輕
心
・
惡
心
・
慢
心
、

一
一
不
⑱
好
答
問
者
⑲
、
犯
輕
垢
罪
⑳
。

（
船
山
二
〇
一
七
、
三
〇
三
〜
三
〇
五
頁
の
訳
注
も
参
照
)

①
「
欲
以
好
心
」
最
澄
・
天
平
＊
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
元
亨
、「
欲
好
心
」
房
山
・
法
隆
寺
、「
欲
心
好
心
」

北
京
・
中
村
・
天
平
・
麗
再
。
②
「
佛
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
最
澄
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗

再
・
元
亨
、「
諸
佛
」
法
隆
寺
。
③
「
當
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
最
澄
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、

「
當
以
」
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
。
④
「
得
戒
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
、「
得
受
戒
」
最
澄
・
法
隆

寺
・
北
京
＊
・
天
平
＊
・
善
珠
経
文
・
元
亨
。
⑤
「
好
相
應
」
金
蔵
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
好
相
時
以
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
義
寂
経
文
・
善
珠

経
文
・
毘
盧
・
思
渓
、「
好
時
」
天
平
＊
、「
好
相
時
應
以
」
房
山
・
法
隆
寺
・
麗
初
、「
好
相
」
最
澄
。
⑥
「
三
七
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
最

澄
・
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
三
七
日
」
北
京
＊
。
⑦
「
受
戒
」
北
京
・
中
村
・
天

平
・
房
山
・
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
、「
自
誓
受
戒
」
最
澄
・
善
珠
受
戒
・
元
亨
。
⑧
「
不
名
」
最
澄
・
法

隆
寺
・
天
平
＊
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
覚
盛
・
元
亨
、「
不
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
麗
再
。
⑨
「
若
現
前
」

北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
最
澄
・
法
隆
寺
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
若
」
義
寂
経
文
。
⑩
「
是
」
北

京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
思
渓
・
覚
盛
・
元
亨
、「
何
以
故
是
」
最
澄
・
法
隆
寺
・
金
蔵
、「
何
以
故
以
是
」
麗
再
。
⑪

「
師
師
」
北
京
・
房
山
・
最
澄
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
師
」
中
村
・
天
平
。
⑫
「
以
生
重

心
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
最
澄
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
金
蔵
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
已
生
至
重
心
」
房
山
、「
以
生
至
重
心
」
毘
盧
・

思
渓
、「
以
生
生
至
重
心
」
法
隆
寺
。
⑬
「
授
」
中
村
・
天
平
・
最
澄
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、

「
受
」
北
京
・
房
山
・
法
隆
寺
。
⑭
「
受
得
戒
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
善
珠
経
文
・
覚
盛
・
元
亨
、「
自
誓
受
戒
」
法
隆
寺
・
麗
初
・
毘
盧
・
思

渓
・
義
寂
経
文
、「
受
戒
」
最
澄
・
金
蔵
・
麗
再
。
⑮
「
自
倚
」
房
山
・
最
澄
・
天
平
＊
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚

盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
自
猗
」
法
隆
寺
・
北
京
＊
、「
自
綺
」
天
平
、「
身
猗
」
中
村
、「
□
猗
」
北
京
。
⑯
「
經
律
」
中
村
・
天
平
・
房
山
・
最
澄
・
法
隆
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寺
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
經
戒
」
北
京
。
⑰
「
太
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
最
澄
・

法
隆
寺
・
義
寂
経
文
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
大
」
麗
初
、「
王
」
善
珠
経
文
。
⑱
「
一
一
不
」
房
山
・
最
澄
・
義
寂
経
文
・
善

珠
経
文
・
覚
盛
・
元
亨
、「
不
」
北
京
・
中
村
・
天
平
、「
不
一
一
」
法
隆
寺
・
北
京
＊
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
麗
再
。
⑲
「
者
」
房
山
・
最

澄
・
法
隆
寺
・
天
平
＊
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
者
言
而
惡
心
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
麗
初
。
⑳
「
罪
」
北
京
・
中
村
・
天

平
・
房
山
・
最
澄
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
羅
」
法
隆
寺
。

こ
れ
ら
異
文
全
二
十
箇
所
の
う
ち
、「
天
平
」
を
日
本
写
本
に
お
け
る
覚
盛
と
同
系
初
出
と
す
る
例
は
十
三
箇
所
あ
る
（
②
③
④
⑥
⑦
⑨
⑩

⑫
⑬
⑭
⑯
⑰
⑳
）。
他
の
七
箇
所
の
う
ち
、「
房
山
」「
最
澄
」「
天
平
＊
」
の
三
と
「
覚
盛
」
が
一
致
す
る
の
は
一
箇
所
（
⑮
）、「
房
山
」
と

「
最
澄
」
の
二
が
「
覚
盛
」
と
一
致
す
る
例
が
三
箇
所
（
⑪
⑱
⑲
）、「
最
澄
」
と
「
天
平
＊
」
の
二
が
「
覚
盛
」
と
一
致
す
る
例
が
二
箇
所

で
あ
る
（
①
⑧
）。
そ
し
て
三
者
と
一
致
せ
ず
「
覚
盛
」
の
文
言
が
独
立
す
る
場
合
が
一
箇
所
あ
る
（
⑤
）。

【
資
料
一
】
の
場
合
と
同
じ
く
、「
天
平
」
を
初
出
と
す
る
例
が
最
も
多
く
、
そ
れ
以
外
は
「
房
山
」
と
同
系
の
異
本
を
有
す
る
写
本
が
日

本
に
存
在
し
た
か
と
疑
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
房
山
」
と
「
最
澄
」
が
一
致
す
る
例
が
都
合
四
例
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

【
資
料
三
】
第
一
軽
戒

第
三
の
資
料
と
し
て
第
一
軽
戒
の
原
文
と
校
勘
六
箇
所
を
掲
げ
る
。

〔
覚
盛
〕
若
佛
子
①
、
欲
受
國
王
位
時
・
受
轉
輪
王
位
時
・
百
官
受
位
時
、
應
先
受
菩
薩
戒
。
一
切
鬼
神
、
救
護
王
身
・
百
官
之
身
、
諸
佛

歡
喜
。
既
得
戒
已
、
應
生
②
孝
順
心
③
・
恭
敬
心
、
見
上
座
④
・
和
上
⑤
・
阿
闍
梨
・
大
同
學
・
同
見
同
行
者
、
應
起
承
迎
、
禮
拜
問
訊
。

而
菩
薩
反
生
憍
心
・
癡
心
・
慢
心
、
不
起
承
迎
禮
拜
⑥
、
一
一
不
如
法
、
供
養
以
自
賣
身
・
國
城
・
男
女
・
七
寶
・
百
物
、
而
供
給
之
、
若

不
尒
者
、
犯
輕
垢
罪
。

（
和
訳
は
船
山
二
〇
一
七
、
二
九
二
〜
二
九
三
頁
を
比
較
参
照
)

①
「
若
佛
子
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
法
隆
寺
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
元
亨
、「
佛
言
佛
子
」
義
寂
経
文
、「
佛
言

若
佛
子
」
麗
再
。
②
「
應
生
」
天
平
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
覚
盛
・
元
亨
、「
生
」
北
京
・
中
村
・
房
山
・
法
隆
寺
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
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麗
再
。
③
「
孝
順
心
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
善
珠
疏
経
・
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・

元
亨
、「
孝
順
」
中
村
。
④
「
上
座
」
中
村
・
天
平
・
房
山
・
善
珠
疏
経
・
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・

麗
再
・
元
亨
、「
上
坐
」
北
京
。
⑤
「
和
上
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
善
珠
疏
経
・
法
隆
寺
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
思
渓
・
覚
盛
・

麗
再
・
元
亨
、「
和
尚
」
房
山
・
金
蔵
。
⑥
「
大
同
學
同
見
同
行
者
應
起
承
迎
禮
拜
問
訊
而
菩
薩
反
生
憍
心
癡
心
慢
心
不
起
承
迎
禮
拜
」
房
山
・
覚
盛
・

麗
再
、「
大
同
學
同
見
同
行
者
而
菩
薩
反
生
憍
心
癡
心
慢
心
不
起
迎
禮
拝
」
天
平
、「
大
同
學
同
見
同
行
者
應
起
承
迎
禮
拜
問
訊
而
菩
薩
反
生
憍
心
慢
心
癡

心
瞋
心
不
起
承
迎
禮
拜
」
法
隆
寺
・
金
蔵
、「
大
徳
同
學
同
見
同
行
者
應
承
迎
禮
拜
問
訊
而
菩
薩
反
生
憍
心
癡
心
慢
心
不
起
承
迎
禮
拜
」
思
渓
、「
大
同
學

同
見
同
行
者
應
承
迎
禮
拜
問
訊
而
菩
薩
反
生
憍
心
癡
心
慢
心
不
起
承
迎
禮
拜
」
麗
初
、「
大
同
學
同
見
同
行
者
應
起
承
迎
禮
拜
問
訊
而
菩
薩
反
生
憍
心
慢
心

癡
心
瞋
心
不
起
承
迎
禮
拜
問
訊
」
義
寂
経
文
、「
同
學
同
見
同
行
者
應
起
承
迎
禮
拜
問
訊
而
菩
薩
反
生
憍
心
癡
心
慢
心
不
起
承
迎
禮
拜
」
善
珠
経
文
、「
大

同
學
同
見
同
行
者
應
起
承
迎
禮
拜
問
訊
而
菩
薩
反
生
憍
心
癡
心
慢
心
不
起
承
迎
禮
拜
問
訊
」
元
亨
、「
大
同
學
不
起
迎
禮
拜
」
北
京
・
中
村
、「
大
同
學
不

起
承
迎
禮
拜
」
毘
盧
、「
大
同
學
同
見
同
行
者
應
起
不
起
承
迎
禮
拜
」
北
京
＊
。
善
珠
疏
経
「
同
學
同
見
同
行
」「
慢
心
慢
心
癡
心
」。

こ
の
資
料
に
お
け
る
「
天
平
」
と
「
覚
盛
」
の
一
致
は
決
定
的
で
あ
る
が
、
た
だ
、
異
文
の
性
格
を
勘
案
す
る
と
、
個
々
に
大
き
な
相
違

は
見
出
せ
な
い
こ
と
も
留
意
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
⑥
の
箇
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
書
き
換
え
ら
れ
た
諸
本
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
が
、

「
覚
盛
」
と
一
致
す
る
「
麗
再
」
は
ほ
ぼ
同
時
代
直
後
に
成
立
し
た
か
ら
覚
盛
写
経
の
素
材
と
は
な
り
得
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
や
は
り

こ
こ
で
も
「
房
山
」
と
「
覚
盛
」
の
何
ら
か
の
繫
が
り
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
ま
い
。

【
資
料
四
】
下
巻
末
尾

最
後
に
第
四
の
資
料
と
し
て
、
下
巻
末
尾
の
集
結
部
を
材
料
と
し
て
比
較
検
討
す
る
。
下
巻
末
に
は
末
尾
十
四

偈
を
有
す
る
本
と
有
さ
な
い
本
が
あ
る
こ
と
を
第
二
節
の
「
内
容
の
特
徴
」
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
関
す
る
詳
細
を
⑬
に
記
す
。

〔
覚
盛
〕
…
…
千
百
億
釋
迦
①
亦
如
是
説
、
從
摩
②
醯
首
羅
天
王
宮
、
至
此
道
樹
下
、
十
住
處
③
説
法
品
。
爲
一
切
菩
薩
不
可
説
大
衆
④
受

持
・
讀
誦
・
解
説
其
義
亦
如
是
。
千
百
億
⑤
世
界
・
蓮
華
藏
世
界
・
微
塵
⑥
世
界
一
切
佛
心
藏
・
地
藏
・
戒
藏
⑦
・
無
量
行
願
藏
⑧
・
因
果
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佛
性
常
住
藏
・
如
如
⑨
一
切
佛
説
無
量
一
切
法
藏
竟
、
千
百
億
世
界
中
、
一
切
衆
生
受
持
⑩
、
歡
喜
奉
行
。
若
⑪
廣
開
心
地
相
相
、
如
「
佛

華
光
王
七
行
品
」
中
⑫
説
。
⑬

梵
網
經
盧
舍
那
佛
説
菩
薩
心
地
品
卷
下
⑭

（
和
訳
船
山
二
〇
一
七
、
三
二
五
〜
三
二
七
頁
参
照
)

①
「
迦
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
法
隆
寺
・
中
倉
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
迦
牟○

」
石

山
。
②
「
摩
」
北
京
・
中
村
・
房
山
・
法
隆
寺
・
中
倉
・
石
山
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
魔
」

天
平
。
③
「
樹
下
十
住
處
」
天
平
＊
・
中
倉
・
石
山
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
金
蔵
・
覚
盛
・
元
亨
、「
樹
十
住
處
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・

房
山
・
麗
再
、「
樹
下
住
處
」
法
隆
寺
・
毘
盧
・
思
渓
。
④
「
大
衆
」
北
京
・
天
平
・
房
山
・
法
隆
寺
・
中
倉
・
石
山
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・

毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
大
衆
也
」
中
村
。
⑤
「
千
百
億
」
中
村
・
天
平
・
房
山
・
法
隆
寺
・
中
倉
・
石
山
・
義
寂
経
文
・
善
珠

経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
百
千
億
」
北
京
。
⑥
「
微
塵
」
北
京
・
天
平
・
房
山
・
法
隆
寺
・
中
倉
・
石
山
・
義
寂

経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
微
塵
數
」
中
村
。
⑦
「
地
藏
戒
藏
」
北
京
・
中
村
・
房
山
・
善
珠
疏
経
・

法
隆
寺
・
天
平
＊
・
中
倉
・
石
山
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
地
持
發
戒
藏
」
天
平
。
⑧
「
無

量
行
願
藏
」
北
京
・
中
村
・
天
平
・
房
山
・
法
隆
寺
・
中
倉
・
石
山
・
義
寂
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
行
願
藏
」
善

珠
経
文
。
⑨
「
如
如
」
北
京
・
天
平
・
房
山
・
善
珠
疏
経
・
法
隆
寺
・
中
倉
・
石
山
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
金
蔵
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
如
是

如
」
中
村
、「
如
是
」
麗
初
・
毘
盧
・
思
渓
。
⑩
「
受
持
」
中
村
・
房
山
・
法
隆
寺
・
中
倉
・
石
山
・
義
寂
経
文
・
麗
初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
覚
盛
・

麗
再
、「
誦
念
受
持
」
天
平
・
善
珠
経
文
・
元
亨
、「
□
□
」
北
京
。
⑪
「
若
」
北
京
・
中
村
・
法
隆
寺
・
中
倉
・
石
山
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
麗

初
・
毘
盧
・
金
蔵
・
覚
盛
・
麗
再
・
元
亨
、「
如
」
房
山
、「
□
」
天
平
。
⑫
「
佛
華
光
王
七
行
品
中
」
中
倉
・
石
山
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
覚
盛
・

元
亨
（
佛
華
灮
王
七
行
品
中
）、「
佛
花
光
王
七
行
品
中
」
麗
初
、「
佛
華
光
王
品
中
」
中
村
・
法
隆
寺
・
毘
盧
・
思
渓
・
麗
再
、「
佛
花
光
王
品
中
」
房
山
、

「
佛
□華
光
□
□王
品
」
天
平
、「
佛
□華
光
□
□王
七
行
品
中
」
天
平
＊
。
⑬
本
文
末
と
尾
題
の
間
に
十
四
偈
を
も
た
な
い
形
式
の
も
の
は
、
中
倉
・
石
山
・
麗

初
・
覚
盛
・
元
亨
。
さ
ら
に
義
寂
疏
と
善
珠
疏
の
両
方
は
、
十
四
偈
を
解
説
す
る
疏
文
が
全
く
な
い
。
逆
に
十
四
偈
を
有
す
る
の
は
天
平
・
房
山
・
法
隆

寺
・
義
寂
経
文
・
善
珠
経
文
・
毘
盧
・
金
蔵
・
思
渓
・
麗
再
。
北
京
と
中
村
は
尾
欠
の
た
め
不
明
。
⑭
「
梵
網
經
盧
舍
那
佛
説
菩
薩
心
地
品
卷
下
」
覚
盛
、

「
梵
網
經
盧
舍
那
佛
説
菩
薩
心
地
戒
品
」
中
倉
、「
梵
網
經
菩
薩
心
地
品
卷
下
」
金
蔵
、「
梵
網
經
盧
舍
那
佛
説
菩
薩
心
地
戒
品
第
十
〈
之
下
〉」
麗
再
、「
梵
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網
經
心
地
品
第
十
下
卷
」
中
村
、「
梵
網
經
」
天
平
、「
梵
網
經
一
卷
」
房
山
、「
梵
網
經
卷
下
」
法
隆
寺
・
石
山
・
麗
初
・
毘
盧
・
思
渓
、「
菩
薩
戒
本
経
」

善
珠
経
文
・
元
亨
、「
菩
薩
戒
經
終
」
義
寂
経
文
。

こ
の
資
料
に
関
し
て
は
、
下
巻
末
に
限
り
画
像
が
出
版
公
開
さ
れ
て
い
る
下
記
二
写
本
を
校
勘
に
補
記
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

石
山

｢石
山
寺
一
切
経
」
墨
印
『
梵
網
経
』
巻
下
、
平
安
時
代
初
期
。
一
行
十
七
字
。〔
巻
末
原
文
〕『
石
山
寺
古
経
聚
英
』、
京

都
・
法
藏
館
、
一
九
八
五
、
五
一
頁
、
一
切
経
48

2
。

中
倉

正
倉
院
中
倉
34
『
梵
網
経
』。
一
行
十
七
字
。
合
巻
経
（
上
下
二
巻
を
一
巻
と
す
る
）。〔
巻
末
原
文
〕『
東
瀛
珠
光
第
四
巻
』、

宮
内
省
御
蔵
版
、
東
京
・
審
美
書
院
、
一
九
〇
八
、
第
二
百
十
四
『
梵
網
経
』。
ま
た
、
正
倉
院
事
務
所
（
編
）『
正
倉
院

寶
物
4

中
倉
Ⅰ
』、
東
京
・
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
、
二
四
三
頁
も
参
照
。
本
写
本
の
想
定
年
代
に
は
、
奈
良
時
代

と
す
る
説
と
平
安
時
代
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
確
実
な
想
定
年
代
は
現
時
点
で
は
十
分
に
確
立
し
て
い
な
い
如
く
で
あ
る
。

本
稿
に
お
け
る
最
終
の
具
体
的
事
例
検
討
と
な
る
【
資
料
四
】
は
、
経
本
の
全
貌
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
幸
い
に
し
て
下
巻
末
尾

の
み
白
黒
写
真
が
出
版
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
で
き
る
。
異
本
全
十
四
箇
所
中
、
六
箇
所
が
「
天
平
」
と
「
覚
盛
」
の
緊
密
な
連
関
を

示
す
。
そ
の
割
合
は
五
割
に
僅
か
に
及
ば
な
い
が
、
こ
こ
で
も
「
天
平
」
と
の
強
い
結
び
付
き
を
確
認
で
き
る
。

で
は
「
天
平
」
と
一
致
し
な
い
他
の
八
例
は
ど
う
か
。「
中
倉
」「
石
山
」
の
二
素
材
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
比
較
の
結
果
が
上

記
三
資
料
と
や
や
異
な
り
を
示
す
。
七
箇
所
中
、
三
箇
所
（
②
⑫
⑭
）
で
「
覚
盛
」
と
異
な
る
「
法
隆
寺
」
を
除
外
し
た
上
で
「
房
山
」「
天

平
＊
」「
中
倉
」「
石
山
」
の
四
本
と
「
覚
盛
」
の
異
同
を
調
べ
る
と
、「
中
倉
」「
石
山
」
と
一
致
す
る
の
は
二
例
あ
る
（
⑪
⑫
）。「
房
山
」

「
中
倉
」「
石
山
」
と
一
致
す
る
の
も
三
例
あ
る
（
②
⑩
⑬
）。
そ
し
て
「
房
山
」「
天
平
＊
」「
中
倉
」「
石
山
」
の
四
本
と
一
致
す
る
例
が
一

つ
（
⑦
）、「
天
平
＊
」「
中
倉
」「
石
山
」
の
三
本
と
一
致
す
る
例
が
一
つ
（
③
）
存
在
す
る
。
最
後
に
示
し
た
尾
題
⑭
は
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
か
ら
決
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、「
覚
盛
」
と
最
も
近
似
す
る
の
は
「
戒
」
一
字
の
み
多
い
「
中
倉
」
で
あ
り
、「
覚
盛
」
と
「
中
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倉
」
の
関
連
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、「
房
山
」「
法
隆
寺
」「
石
山
」
は
「
覚
盛
」
の
文
言
と
異
な
る
。

結

本
稿
は
、
覚
盛
願
経
『
梵
網
経
』
下
巻
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
検
討
す
る
初
の
試
み
と
し
て
、
覚
盛
願
経
本
の
概
略
と
写
本
系
譜
を
扱
っ
た
。

第
三
節
【
資
料
一
、
二
、
三
、
四
】
か
ら
言
え
る
覚
盛
本
と
そ
の
前
後
の
時
代
の
写
本
の
関
係
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
最
初
に
、
時
間
系
列
と
は
逆
に
な
る
が
、
覚
盛
願
経
『
梵
網
経
』
下
巻
の
文
言
が
後
代
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
述
べ
る
。

巻
下
の
全
体
に
わ
た
り
後
代
の
大
蔵
経
諸
本
を
も
含
め
て
異
文
を
比
べ
る
と
、
か
な
り
の
高
率
で
覚
盛
本
と
ほ
ぼ
同
じ
読
み
を
示
す
覚
盛

以
後
の
本
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
「
元
亨
」
す
な
わ
ち
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
に
筆
写
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
で
あ
る
。
そ
の
文

字
が
覚
盛
本
と
か
な
り
の
高
率
で
一
致
す
る
こ
と
は
、
第
三
節
【
資
料
一
、
二
、
三
、
四
】
を
逐
一
検
討
す
れ
ば
確
か
で
あ
る
。

次
に
、「
覚
盛
」
と
同
系
の
異
文
を
遡
る
と
、「
天
平
」
を
源
と
す
る
事
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
数
は
全
体
の
半
数
を
超
え
る
。
こ
の

こ
と
は
「
天
平
」
写
本
そ
れ
自
体
を
鎌
倉
期
の
覚
盛
が
参
照
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
な
く
、
恐
ら
く
は
「
天
平
」
に
基
づ
く
写
本
が
そ

の
後
数
世
紀
に
わ
た
り
連
綿
と
作
ら
れ
、
覚
盛
の
時
代
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
告
げ
る
の
で
あ
ろ
う
。

【
資
料
四
】
の
み
に
活
用
し
得
た
「
中
倉
」
が
「
覚
盛
」
と
一
致
す
る
例
も
決
し
て
無
視
で
き
な
い
。
あ
く
ま
で
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、

も
し
将
来
「
中
倉
」
の
す
べ
て
の
文
字
を
参
照
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、【
資
料
一
、
二
、
三
】
に
お
い
て
も
、
仮
に
全
面
的
一
致
で
な
く
、

多
く
の
一
致
に
止
ま
る
と
し
て
も
、「
中
倉
」
と
「
覚
盛
」
の
一
致
を
検
証
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
資
料
四
】
の
異
文
十
三
箇
所
に
つ
い
て
「
房
山
」
と
「
中
倉
」
の
一
致
・
不
一
致
を
調
べ
る
と
、
一
致
す
る
の
は
十
例
、
不
一
致
は
三

例
で
あ
る
。「
房
山
」
と
「
中
倉
」
が
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
⑦
⑩
の
二
例
は
、
中
国
写
本
で

あ
る
「
北
京
」「
中
村
」
を
除
く
場
合
、
こ
れ
ま
た
中
国
の
石
刻
で
あ
る
「
房
山
」
が
最
も
古
い
覚
盛
と
一
致
す
る
。【
資
料
一
、
二
、
三
】

の
異
文
に
お
い
て
も
、【
資
料
一
㉚
】
と
【
資
料
三
⑥
】
の
二
例
は
、「
房
山
」
の
み
が
「
覚
盛
」
と
一
致
し
、【
資
料
二
⑪
⑮
⑱
⑲
】
の
四
例
で
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は
「
房
山
」
が
「
覚
盛
」
と
一
致
す
る
諸
本
中
の
最
古
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
六
例
の
場
合
、
も
し
「
中
倉
」
の
異
文
を
実
見
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
六
例
中
に
は
「
中
倉
」
を
付
加
で
き
る
場
合
も
恐
ら
く
あ
り
得
よ
う
。
要
す
る
に
、
現
時
点
で
は
確
定
的
に

断
言
で
き
な
い
が
、「
中
倉
」
及
び
「
石
山
」
の
文
字
す
べ
て
を
参
看
可
能
に
な
れ
ば
、
日
本
に
伝
来
し
た
明
証
の
な
い
「
房
山
」
を
「
覚

盛
」
の
源
と
す
る
の
で
な
く
、「
中
倉
」
を
「
覚
盛
」
と
同
系
異
文
の
日
本
に
お
け
る
最
古
本
と
み
な
す
べ
き
事
例
が
増
え
る
か
も
知
れ
な

い
。
本
稿
は
敢
え
て
無
理
な
説
を
立
て
ず
、
不
明
な
点
は
不
明
な
ま
ま
と
し
て
、
次
の
三
点
を
結
論
と
す
る
。

一
、
覚
盛
願
経
『
梵
網
経
』
下
巻
に
特
徴
的
な
文
字
の
大
半
は
天
平
勝
宝
九
歳
（
七
五
七
）
の
奈
良
写
本
ま
で
遡
れ
る
。

二
、
日
本
に
伝
来
し
た
か
ど
う
か
明
証
の
な
い
房
山
唐
刻
本
（
八
世
紀
初
頭
頃
）
が
覚
盛
本
の
源
か
も
知
れ
な
い
事
例
も
あ
る
。
し
か
し

そ
の
場
合
、
房
山
唐
刻
本
な
い
し
同
系
別
本
が
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
、
現
時
点
で
は
正
倉
院
中
倉
『
梵
網
経
』
と
石
山
寺
『
梵
網
経
』
の
全
文
を
参
照
で
き
な
い
が
、
将
来
も
し
参
照
可
能
に
な
れ
ば
、
両

本
と
く
に
中
倉
本
が
覚
盛
願
経
『
梵
網
経
』
下
巻
の
写
本
系
譜
を
さ
ら
に
綿
密
に
考
え
る
際
、
有
力
な
資
料
と
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

本
邦
の
貴
重
な
『
梵
網
経
』
写
本
が
必
ず
や
将
来
す
べ
て
公
開
さ
れ
ん
こ
と
を
願
い
つ
つ
小
論
の
結
び
と
し
た
い
。

略
号
と
研
究

石
田
瑞
麿
（
一
九
五
四
）

｢覚
盛
の
律
宗
復
興
に
つ
い
て
」、『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
二

二
。

上
田
霊
城
（
一
九
七
五
）

｢鎌
倉
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
宗
派
化
」、『
密
教
文
化
』
一
一
二
。

竺
沙
雅
章
（
二
〇
〇
〇
）

｢仏
教
伝
来

大
蔵
経
編
纂
」、『
大
谷
大
学
通
信
』
五
〇
（
再
録
『
仏
教
伝
来
』、
大
谷
大
学
広
報
委
員
会
（
編
）、
京
都
・

大
谷
大
学
、
二
〇
〇
一
）。

廣
岡
義
隆
（
二
〇
一
六
）

上
代
文
献
を
読
む
会
（
編
）『
上
代
写
経
識
語
注
釈
』、
東
京
・
勉
誠
出
版
、
三
四
五
〜
三
四
九
頁
「
梵
網
経
（
霊
春
願
経
）」

廣
岡
義
隆
執
筆
。

船
山
徹
（
二
〇
一
〇
）

｢梵
網
経
諸
本
の
二
系
統
」、『
東
方
学
報
』
京
都
八
五
。

覚盛願経『梵網経』下巻初探
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船
山
徹
（
二
〇
一
一
）

｢梵
網
経
下
巻
先
行
説
の
再
検
討
」、
麥
谷
邦
夫
（
編
）『
三
教
交
渉
論
叢
続
編
』、
京
都
・
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
。

Funayam
a
T
oru（
2015)
“T
he
Fanw
ang
jing
(Scripture
ofBrahm
a's
N
et)
in
the
First
Edition
ofthe
K
orean
Canon:A
Prelim
inary

Survey,”
Zinbun:
A
nnals
of
the
Institute
for
R
esearch
in
H
um
anities,
K
yoto
U
niversity
45.

船
山
徹
（
二
〇
一
七
）

『東
ア
ジ
ア
仏
教
の
生
活
規
則
『
梵
網
経
』

最
古
の
形
と
発
展
の
歴
史
』、
京
都
・
臨
川
書
店
。

細
川
涼
一
（
二
〇
〇
三
）

｢覚
盛
・
尊
円
・
覚
如
の
遁
世

中
世
南
都
の
戒
律
復
興
運
動
の
一
節
」、
佛
教
史
学
会
編
『
仏
教
の
歴
史
的
・
地
域
的
展

開
：
佛
教
史
学
会
五
十
周
年
記
念
論
集
』、
京
都
・
法
藏
館
。

蓑
輪
顕
量
（
一
九
九
八
）

『中
世
初
期
南
都
戒
律
復
興
の
研
究
』、
京
都
・
法
藏
館
。

望
月
信
亨
（
一
九
四
六
）

『仏
教
経
典
成
立
史
論
』、
京
都
・
法
藏
館
、
四
二
五
〜
四
八
四
頁
「
護
国
幷
大
乗
戒
及
び
菩
薩
修
道
の
階
位
関
係
の
疑
偽
経
」。
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